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現在、金融機関間の大口資金決済システムにおいては、欧米諸国で EU ファイナリティ指令、 UCC4A 編などの決済
システム立法が整備される中、日本では依然立法がなされず法的安定性を欠いたままであるため、国際金融取引の安
全性や健全な発展を阻害する可能性がある。また、消費者に対する小口資金の決済ビジネスにおいては、銀行法 2 条
2 項 2 号の存在によって銀行以外の事業者が参入し難い状況にあり、今後の取引発展を阻害することが懸念される。
2. 本稿の構成と内容
・ 第 1 章:資金決済システムの制度概要を簡潔に説明した後、決済を巡る経済学的アプローチと法学的アプローチ
の相違を検討し、決済システム立法の必要性を説く。
・ 第 2 章:経済学的アプローチに基づくリスク対策研究上の分析枠組みに基づいて決済リスクの所在とその対応策
の趣旨を説明した後、日本の実務上の課題を明らかにする。
・ 第 3 章:国際的なマルチラテラル・ネッティングが日本法の下で法的効力を否定されるリスクの所在を設例と法
解釈のサーベイで示し、立法の必要性を説く。
・ 第 4 章:様々な決済ビジネスが生まれる中、銀行以外の為替業務参入を阻む銀行法 2 条の問題点を指摘し、決済
サービス法制定の必要性を説く。

























の本格的業績であり、英語 57 点、日本語 168 点の参考文献、ケーススタディと外国法文等を添付(全 200 頁)する
など周到な準備のもとに執筆されたことがうかがわれ、博士(国際公共政策)を授与するに値するものと判断する。
なお、本論文は 2003 年 6 月に国際書院から出版された。
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